
 「レイチェル・カーソン北海道の会」2023 年 3 月 23 日 エルプラザ４F 15 時～   

理性から感性へ―縄文人の世界観―               1945 年生 寺町和宏 

現・諸問題は人口が増え過ぎたからではないか？約 1 万年前 農業が生まれそして文字ができ、 

ほぼ同じ頃 9 千年前、科学や哲学・宗教が発生した。 

その事由は、人間が自然と向き合うことをやめ、人間と向き合う（争い・葛藤）ためではないか。 

その結果、“人間とは何か” 美とは何か・・を考えるように・考えざるを得なくなった。 

縄文時代に哲学は無く、いわゆる芸術も発生する余地もない。 

縄文時代の造形は、あくまでも再生をシンボライズ（象徴）するための呪術信仰的な行為にすぎ

ない。     「縄文人の世界観」大島直行（1950～ ） 

先に、サイレントアース「昆虫たちの沈黙の春」（D・グールソン 2022 年）が小島さんから紹

介された。その中、養老孟子による書評の最後・以下に私は強い啓示を受けた。 

「根本問題は、自然は理性的にコントロールできるはずだという、もともとが欧米由来の暗黙の

前提であろう。ヒトはそれほど利口でも、理性的でもない。」 

そこで、「理性がダメなら感性（感情）で」というわけだ。ソクラテスは、 生きるために食べ

よ。食べるために生きるな。といったが後期高齢者への箴言であろうか。またプラトンは、哲学

というものは、・・結構なもの、若い年頃には。しかし、必要以上にそれにかかずらっている

と、人間を破滅させてしまうことになるのだ、と。 

今世界は、プーチン唯一人によってかき乱されているのかどうか。人類 3500 年来の知性はどれ

ほどの有効性をもち発揮しているだろうか。1 万年前に遡りつつ現代にも繋がっているとおもわれ

る縄文的な感性を覗き、変革への一経路・契機として新しい普遍的な視座を、そしてまた終活へ

の一助を得ることができないであろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 


